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【講演概要】 

スマートフォンや WiFi の普及、さらには情報システムのクラウド化により、情報シス

テムと我々の社会活動の密接度は、急速に高まっている．一方で、それに伴う無線スペ

クトルの枯渇問題や、自然災害、人的災害による情報システムの脆弱性も問題となって

いる。 

コグニティブ無線は、無線スペクトルの二次利用による無線リソースの量的拡大といっ

た観点で話題となっているが、本質的には、より多様な可能性を有する技術である。本

講演では、コグニティブ無線技術の技術体系について説明するとともに、コグニティブ

無線が、現状の無線アクセスシステムをどのように進化させる潜在力があるのか、また

社会インフラとしての情報通信システムにおいてコグニティブ無線を前提とした無線

通信技術が果たすべき役割は何であるかについて述べる。 
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以来，ディジタル陸上移動通信におけるフェージング対策，干渉対策，高能率変調方式，
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